
吉野川水系流域治水プロジェクト
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～令和６年度末時点進捗状況～
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吉野川流域治水プロジェクト【位置図】
～日本一の暴れ川から命と資産を守る治水対策～
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(新池川) 排水機場の耐水化【下水】

きたじまちょう

北島町

排水機場の耐水化【下水】

海岸保全施設の整備
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美馬市

排水ポンプ車配備
田んぼダムの整備【農水】
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(多々羅川)
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夏子ダム
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香川県

かみやまちょう

神山町

森林の整備・保全【林野】

さなごうちそん

佐那河内村

森林の整備・保全【林野】

庁舎の耐水化

河道掘削等
(ほたる川)

防潮堤の運用【民間】

いたのちょう

板野町

雨水貯留施設の整備

小中学校における防災教育
防災フェスティバルの開催
高齢者学級における水害リスクに
対する理解促進

農振地域における指導【農水】

避難路整備【都市】

河道掘削等
(蝉谷川)

岩津(阿波市)

とくしまし

徳島市

都市下水路の整備【下水】
雨水貯留施設の整備
排水機場及び水路の整備【道路】
ポンプ場の耐水化【下水】
ポンプ場・排水機場の老朽化対策

立地適正化計画による防災まちづくり【都市】

重要水防箇所の合同点検、水防資機材の定期
点検、水防訓練
ワンコイン浸水センサによるリアルタイムで
の情報把握【ＤＸ】

ひがしみよしちょう

東みよし町

排水路整備に向けた内水解析【都市】
ワンコイン浸水センサによるリアルタ
イムでの情報把握
情報配信アプリの運用
小中学校における防災教育
防災フェスティバルの開催

森林の整備・保全【林野】

ポンプ場の耐水化【下水】

田んぼダムの整備【農水】
漏水対策

水門新設

侵食対策

地震・津波対策

かみいたちょう

上板町

排水機場の長寿命化
暗渠排水路の整備

避難確保計画等担当者会の開催

指定緊急避難場所周知徹底
キャンペーン

あいずみちょう

藍住町

浄化槽の雨水貯留施設への転用補助

小中学校における防災教育

堤防整備

河道掘削等

堤防整備 輪中堤整備

【位置図】 凡例
堤防整備、侵食対策 等
河道掘削 等
水門新設・改築 等
大臣管理区間
実施した取り組み
氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
被害対象を減少させるための対策
被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

※黄色ハッチ、赤文字は新規追加

まちづくりと一体となった
家屋浸水リスクの解消
河道掘削等

雨水貯留施設の整備

河道掘削等

撫養川(地震・津波対策)

漏水対策

侵食対策

森林整備センター

森林の整備・保全【林野】

四国森林管理局

森林の整備・保全【林野】
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※流域治水プロジェクト2.0で新たに追加した対策については、今後河川整備計画
変更の過程でより具体的な対策内容を検討する。
※「抜本的な第十堰の対策のあり方」については、引き続き調査・検討を進めていく。※吉野川、旧吉野川の本川や支川における氾濫貯留機能の活用等も検討する。（国及び徳島県）
※特定都市河川の指定に向けた準備（合意形成など）の実施(徳島県)

ちほうきしょうだい

地方気象台

防災訓練・気象防災ワークショップ

こくどちりいん

国土地理院

デジタル技術を活用した災害情
報や災害リスクの可視化・高度
化

ハザードマップの改良
小中学校における防災教育

もとやまちょう
本山町

おおかわむら
大川村

高知県

こうちけん

高知県

堤防整備
河川環境の整備と保全
森林の整備・保全【林野】
砂防施設の整備等

徳島県

愛媛県

堤防整備
（地蔵寺川）

早明浦ダム再生

とさちょう

土佐町

森林の整備・保全【林野】
農地保全【農水】

砂防施設の整備等
（吉野川砂防）

おおとよちょう
大豊町

とさちょう
土佐町

ちょう
いの町

大規模土砂災害（河道閉塞等）の対応を
関係機関等と連携して実施

既設ダムの有効活用等
※技術的な検討は今後実施

よしのがわし

吉野川市

農業用ため池の活用【農水】

調整池の整備

土地利用規制の指導・保全・拡大
立地適正化計画(防災指針)の作成【都市】

農業用ため池の活用【農水】

ワンコイン浸水センサによるリアルタイムで
の情報把握

みよしし

三好市

森林の整備・保全【林野】

河道掘削等

立地適正化計画による防災まちづくり【都市】

情報配信アプリの運用
三好防災シンポジウムの開催

浸水想定区域の指定

避難路整備【都市】

とくしまけん

徳島県

開発許可の厳格化【都市】

家屋移転の促進
とくしま流域水管理計画の推進

河道掘削等、堤防整備 等
森林の整備・保全【林野】
農地保全【農水】
水田活用の検討【農水】
農業用ため池の活用【農水】
砂防施設の整備等
海岸保全施設の整備

開発許可の厳格化【都市】

防災教育の実施
水害リスク空白域の解消
飯尾川流域治水勉強会の開催

土地利用規制の策定

都市下水路の整備【下水】
排水機場の整備

ポンプ場の老朽化対策

なるとし

鳴門市

排水機場の耐水化【下水】

庁舎の耐水化
防災フェスティバルの開催
ワンコイン浸水センサによるリアル
タイムでの情報把握

立地適正化計画による防災まちづくり【都市】

いしいちょう

石井町

地域情報チャンネル開設
ワンコイン浸水センサによるリ
アルタイムでの情報把握

町マスタープランによる防災まちづくり

つるぎ町

土地利用規制の策定
止水壁の設置
家屋移転

情報配信アプリの運用
小中学校における防災教育

宅地嵩上げ整備

土地利用規制の策定

土地利用規制の策定

まつしげちょう

松茂町

農業用水路の事前放流【農水】
下水路の事前放流【下水】
ポンプ場の耐水化【下水】
及びストックマネジメント

内水浸水想定区域図の作成
小中学校における防災教育
防災フェスティバルの開催

町マスタープランによる防災まちづくり

ワンコインセンサーの運用【民間】

⃝吉野川及び旧吉野川では、国管理区間において、吉野川は戦後最大流量を記録した平成１６年１０月洪水、旧吉野川は戦後最大流量を記録した昭和５
０年８月洪水が、気候変動（２℃上昇）を考慮し流量が増加した場合においても、（降雨量を1.1倍とした場合）目標とする治水安全度を確保し、追加
の対策により浸水被害の防止を図る。

⃝吉野川は、既設ダムの有効活用、河道掘削等、遊水地等の新たな洪水調節機能の確保により洪水を安全に流下させる。
⃝旧吉野川は、無堤地区については、堤防整備・宅地嵩上げ・家屋移転など、まちづくりと一体となった家屋浸水リスクの解消に取り組むものとし、河

道掘削等、遊水地等の新たな洪水調節機能の確保と合わせ家屋浸水被害の防止を図る。
⃝また、上記対策の実施にあたっては、河川環境の保全・創出のため多自然川づくりを推進する。
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氾濫を防ぐ・減らす 被害対象を減らす 被害の軽減・早期復旧・復興

○気候変動を踏まえた治水計画への見直し
（２℃上昇下でも目標安全度維持）

＜具体の取組＞
・河道掘削の更なる推進及び河道掘削残土の有効活用、堤防整備、
輪中堤整備、まちづくりと一体となった家屋浸水リスクの解消、
水門新設・改築、早明浦ダム再生

○流域対策の目標を定め、役割分担に基づく流域対策の推進
＜具体の取組＞
・海岸保全施設の整備
・雨水貯留施設の整備、雨水貯留施設への転用補助、雨水貯留槽の設置
補助、調整池の整備、宅地嵩上げ整備

・都市下水路及び公共下水道（雨水）の整備、排水機場・ポンプ場の耐
水化・長寿命化、下水路の事前放流【下水】

・農業用ため池の活用、水田活用の検討、農業用水路の事前放流、農地
保全、田んぼダムの整備【農水】

・排水機場及び水路の整備【道路】

○あらゆる治水対策の総動員
＜具体の取組＞
・砂防施設の整備、排水ポンプ車配備、森林の整備・保全【林野】、
河川環境の整備と保全

○溢れることも考慮した減災対策の推進
＜具体の取組＞
・侵食対策、漏水対策、河川防災ステーション、地震津波対策

○既存ストックの徹底活用
＜具体の取組＞
・利水ダム等18ダムにおける事前放流等の実施体制構築
・既設ダムの有効活用等

○溢れることも考慮した減災対策の推進
＜具体の取組＞
・止水壁の設置、家屋移転
・まちづくりと一体となった家屋浸水リスクの解消
（立地適正化計画の作成及びマスタープランの見直し等の防災まち
づくりの推進）

・土地利用規制の策定・指導・保全・拡大
・農振地域における指導【農水】

○民間資金等の活用
＜具体の取組＞
・防潮堤の運用【民間】
・不動産関係業界と連携した水害リスクに関する情報の解説
・市街化調整区域内の浸水ハザードエリア等における開発許可の厳
格化【都市】

・とくしま流域水管理計画の推進
・立地適正化計画（防災指針）の作成【都市】

○流域対策の目標を定め、役割分担に基づく流域対策の推
進
＜具体の取組＞
・避難路整備【都市】
・水害リスク空白域の解消
・浸水想定区域図の作成(外水、内水)
・排水路整備に向けた内水解析【都市】

○多面的機能を活用した治水対策の推進
＜具体の取組＞
・市町長との重要水防箇所合同巡視
・水害リスクの高い区間における監視体制の整備
・ソフトインフラを活用した避難訓練
・小中学校における防災教育の更なる推進
・地域情報チャンネルの開設
・避難確保計画等担当者会の開催
・庁舎の耐水化
・ハザードマップ、タイムラインの改良
・ハザードマップの周知及び住民の水害リスクに対す

る理解促進の取り組み
・要配慮者利用施設における避難確保計画の作成促進

と避難の実効性確保
・重要水防箇所の合同点検、水防資機材の定期点検、
水防訓練

・情報配信アプリの運用
・防災フェスティバルの開催
・大規模土砂災害（河道閉塞等）の対応を関係機関等
と連携して実施

・高齢者学級における水害リスクに対する理解促進
・避難判断に資する水害リスクを踏まえた「洪水の勘
どころ」作成

○インフラDX等の新技術の活用
＜具体の取組＞
・ワンコイン浸水センサによるリアルタイムでの情報
把握

・デジタル技術を活用した防災情報や災害リスクの可
視化・高度化

吉野川水系流域治水プロジェクト2.0 黄色ハッチ赤字は新規追加した取り組み

※上記対策のほか、特定都市河川の指定に向けた検討を進める。 2



徳島県

吉野川

池田ダム

宮川内ダム

夏子ダム

香川県

岩津(阿波市)

みまし

美馬市

よしのがわし

吉野川市

さなごうちそん

佐那河内村

いたのちょう

板野町

水生生物調査

水生生物調査

水生生物調査
水生生物調査

水生生物調査

干潟観察会

植物観察会

水辺の楽校

三庄かわまちづくり

芝生かわまちづくり

今切川百石須かわまちづくり

新町川かわまちづくり

アキザキヤツシロランの移植

湿地再生

水辺の楽校

水辺の楽校

野鳥観察会

あわし

阿波市

きたじまちょう

北島町

まつしげちょう

松茂町

なるとし

鳴門市

とくしまし

徳島市

あいずみちょう

藍住町

森林の整備・保全【林野】

ひがしみよしちょう

東みよし町 森林の整備・保全【林野】

森林の整備・保全【林野】

四国森林管理局

森林整備センター

森林の整備・保全【林野】

森林の整備・保全【林野】

四国森林管理局

森林整備センター 森林の整備・保全【林野】

かみやまちょう

神山町

コウノトリの生息環境創出(自然再生)

モニタリング及び
啓発活動

ユキワリイチゲの移植

水生生物調査

エビネの移植

モニタリング調査

田んぼダムの整備【農水】

森林の整備・保全【林野】

森林の整備・保全【林野】

こうちけん

高知県

みよしし

三好市

●グリーンインフラの取り組み 『吉野川水系の自然環境の再生にむけて』

【位置図】

吉野川

早明浦ダム

○昭和50年頃の吉野川中流域～下流域（池田ダム～第十堰湛水域上流端）は、広いレキ河原があり、コアジサシ等の鳥類の繁殖地として利用されていた。また、吉野川下流域における汽水域（第
十堰～河口）は、これまで、河川と海の影響を受ける特有の環境であり、多くの生物にとって良好な生息・生育・繁殖の場となっている。河口干潟は、日本重要湿地500に選定されており、シオマネ
キ等の底生動物が生息している他、シギ・チドリ類の重要な中継地となっている。昭和30年頃の旧吉野川、今切川は、ワンドや湿地が多数存在し、堤内地の水田やハス田は、河川との連続性が
あり、多くの重要種が生息していた。

○吉野川水系自然再生計画に基づき、昭和50年頃の吉野川、昭和30年頃の旧吉野川の自然環境へ再生を目指し、ワンド・湿地の保全・再生、河川と水田の連続性の保全、レキ河原や水辺のなだ
らかな連続性（エコトーン）の保全・再生、干潟環境の保全等の整備を行い、自然環境が有する多様な機能を活かすグリーンインフラの取組を推進することで、概ね2050年までに、多様な動植物
の生息・生育・繁殖場環境の回復に努める。

現況 整備イメージ

湿地再生

自然再生、生物の多様な生息・生育環境の保全・創出

ナベヅル

コウノトリ

環境学習(河口干潟保全) 水生生物調査

自然環境が有する多様な機能活用への取り組み

桜づつみ

かわまちづくり

魅力ある水辺空間・賑わい空間の創出

【全域に係る取組】
・吉野川流域における生態系ネットワーク形成を目標とした、河川環境の創出
・改修工事箇所における重要種の保全対策として、移植・モニタリングを行う
・旧吉野川・今切川の堤防耐震対策工事において、干潟環境及びヨシ原の創出
・地域のニーズを踏まえた賑わいのある水辺空間創出への連携・支援

もとやまちょう

本山町

おおかわむら

大川村

高知県

早明浦ダム再生

森林の整備・保全【林野】
農地保全【農水】

とさちょう

土佐町

早明浦ダム周辺地区
かわまちづくり

水環境

凡例

浸水想定範囲

（平成16年10月洪水と同規模想定）

大臣管理区間

治水メニュー

グリーンインフラメニュー

吉野川水系流域治水プロジェクト【位置図】
～日本一の暴れ川から命と資産を守る流域治水対策～

■自然環境の保全・復元などの自然再生

レキ河原の保全・再生、水辺のなだらかな連続性（エコトーン）の保全・再生、

干潟・湿地環境の保全、ワンド・湿地再生、河川・水田・ハス田の連続性の保全

■生物の多様な生息･生育環境の保全・創出による生態系ネットワークの形成

大型水鳥等の採食地の保全・創出、休耕地を利用した通年湛水によるビオトープ

創出、冬期の水位調節による浅場の確保、農薬・化学肥料の低減による生息環境の創出

■治水対策における多自然川づくり

生物の多様な生育環境、河川景観の保全

■魅力ある水辺空間・賑わい創出

早明浦ダム周辺地区かわまちづくり、水辺の楽校を活用した環境学習

■自然環境が有する多様な機能活用の取り組み

地元地域における河川環境学習（水生生物調査、干潟観察会、植物観察会等）

徳島県流域コウノトリ・ツルの舞う生態系ネットワーク推進協議会
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区分 対策内容 実施主体
工程

短期 中期 中長期

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための対策

河道掘削、堤防整備
早明浦ダム再生 等

国土交通省、水資源機構
徳島県、高知県、三好市

利水ダム等18ダムにおける
事前放流等の実施

四国電力(株)、電源開発(株)
住友共同電力(株)、水資源機構 等

排水ポンプ車配備
雨水貯留施設の整備 等

徳島市、吉野川市、阿波市
美馬市、藍住町、板野町

砂防施設の整備等 国土交通省、徳島県、高知県

都市下水路の整備
排水機場の耐水化 等【下水】

徳島市、鳴門市、吉野川市
松茂町、北島町

農業用ため池の活用、農地保全
田んぼダムの整備 等【農水】

徳島県、吉野川市、松茂町、美馬市、
土佐町、川島東土地改良区 等

森林の整備・保全【林野】 四国森林管理局、森林整備センター、
徳島県、高知県 等

被害対象を減少
させるための対策

土地利用規制の
策定・指導・保全・拡大

吉野川市、阿波市
つるぎ町、東みよし町

止水壁の設置、家屋移転 つるぎ町

防潮堤の運用【民間】 (株)大塚製薬工場
パナソニック(株)

被害の軽減、
早期復旧・復興のための対策

指定緊急避難場所の認知度向上
避難のためのハザード情報整備
高齢者等避難の実効性確保 等

吉野川中流・下流大規模氾濫に関する
減災対策協議会、中央東土木事務所管
内豪雨に強い地域づくり推進会議

グリーンインフラの取組

自然再生 国土交通省、徳島県、各市町 等

生態系ネットワークの形成 国土交通省、徳島県、各市町NPO法人
とくしまコウノトリ基金 等

早明浦ダム周辺地区
かわまちづくり

国土交通省、本山町、土佐町、
大川村

地元地域における河川・海岸環境
学習

国土交通省、徳島県
沖洲海浜楽しむ会、徳島大学 等

吉野川水系流域治水プロジェクト【ロードマップ】
～日本一の暴れ川から命と資産を守る流域治水対策～

○吉野川は、岩津下流の扇状地への拡散型の氾濫、岩津上流の川沿いの閉鎖・流下型の氾濫が発生する流域の特徴を踏まえ、上下流・本支川の流域全体を俯瞰し、国、
県、市町、関係機関が一体となって、以下の手順で「流域治水」を推進する。
【短 期】吉野川流域での浸水被害を防ぐため、本川では堤防等の整備と併せて土地利用規制、支川では河道掘削、雨水貯留施設の整備等の対策を実施。
【中 期】施設能力を上回る洪水に対応するため、早明浦ダム再生を実施。内水被害を受けやすい下流域では、調整池の整備や排水機場の耐水化等を実施。
【中 長 期】残る未整備箇所の対策と併せて土地利用規制を実施、流下断面が不足する区間のために河道掘削を並行して行い、流域全体の安全度向上を図る。

気候変動を
踏まえた更なる
対策を推進

吉野川下流部
築堤完了

排水ポンプ車配備・運用、雨水貯留施設の整備

耐水化計画の策定

早明浦ダム
再生完了

堤防整備
河道掘削完了

農業用ため池の活用、農地保全、田んぼダムの整備

森林の整備・保全の推進

土地利用規制の策定

止水壁の設置、家屋移転

防潮堤の運用

排水機場の耐水化

土地利用規制の指導・保全・拡大

砂防施設整備の継続

※スケジュールは今後の事
業進捗によって変更となる
場合がある。

■事業規模
河川対策（約1,784億円）
砂防対策【国】（約902億円）
下水道対策（約123億円）

（地域の取組方針）
指定緊急避難場所の
認知度向上 等

（地域の取組方針）
R7年度更新

（地域の取組方針）
R12年度更新

湿地再生（津慈地区の整備）

生態系ネットワーク形成

地元地域における河川・海岸環境学習

レキ河原の保全・再生、干潟・湿地環境の保全 等

協議会の設置 等

早明浦ダム周辺地区かわまちづくり

モニタリング調査
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徳島県

水門改築
N=1基

堤防整備⑫
L=1.4km

河川防災ステーション
N=1基

堤防整備⑰
L=1.1km

堤防整備②
L=2.0km

池田ダム

宮川内ダム

夏子ダム

岩津(阿波市)

堤防整備①
L=1.3km

堤防整備⑤
L=1.2km

堤防整備⑥
L=1.2km

侵食対策
L=0.8km

堤防整備⑬
L=1.3km

堤防整備⑭
L=1.9km

堤防整備⑲
L=2.4km

堤防整備㉑
L=2.6km

堤防整備⑱
L=3.8km

堤防整備⑳
L=1.8km

堤防整備㉒
L=0.2km

堤防整備⑮
L=2.4km

堤防整備⑯
L=1.0km

河道掘削⑦
V=16万m3

河道掘削⑧
V=17万m3

河道掘削⑨
V=73万m3

河道掘削⑩
V=34万m3

漏水対策
L=0.2km

漏水対策
L=0.7km

侵食対策
L=1.6km

侵食対策
L=0.4km侵食対策

L=1.2km

侵食対策
L=0.8km

侵食対策
L=1.0km

堤防整備③
L=0.4km

堤防整備④
L=1.0km

堤防整備⑦
L=2.0km

水門新設①
堤防整備⑧
L=0.4km

堤防整備⑩
L=3.3km

堤防整備⑪
L=0.6km

河道掘削⑥
V=7万m3

河道掘削⑤
V=3万m3

河道掘削④
V=36万m3

河道掘削②
V=12万m3

河道掘削③
V=6万m3

地震津波対策
L=0.2km

河道掘削①
V=6万m3

実施箇所・対策内容

5か年加速化メニュー：赤字
整備計画残メニュー ：緑字

水門新設②

水門新設③

※1 河川整備率とは、河川整備計画において定めた河道整備流量を流すことができる国管理区間の割合。
※2 地震津波対策整備率とは、南海トラフを震源とした地震および計画津波への対策が完了した国管理区間の割合。

地震津波対策
L=1.5km

地震津波対策
L=0.7km

堤防整備⑨
L=1.8km

地震津波対策
L=2.9km

▼早明浦ダム再生完了
⑦地区（脇町第一）
⑧地区（舞中島）
⑨地区（沼田・半田）
⑩地区（芝生・太刀野）
⑫地区（勝命）
⑬地区（脇町第三）
⑭地区（沼田）
⑮地区（半田）
⑯地区（毛田）
⑰地区（宮岡）
⑱地区（加茂第二）
⑲地区（昼間）
⑳地区（井川）
㉑地区（箸蔵）
㉒地区（池田）

侵食対策 吉野川

半田地区３世帯

中期（R8∼R12）
1/2（吉野川）

中長期（R13∼R20）
1/2→概ね1/10
（吉野川）

関連事業

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための対策

（吉野川）

河道掘削
樹木伐採
13％
→100%

堤防整備
86.9％
→100%

被害対象を減少させるため
の対策（吉野川）

土地利用規制
家屋移転等

【５カ年加速化対策】
短期（R3∼R7）
1/2（吉野川）

区分 対策内容 区間

工程

100%

100%

100%

100%

100%
100%
100%

100%

100%

100%

100%
100%
100%

100%

100%

100%

100%

70%

70%
10%

20%

50%

40%
40%
90%

①地区（中喜来）
②地区（勝瑞）
③地区（川崎）
④地区（津慈）
⑤地区（乙瀬）
⑥地区（大寺）
①地区（中喜来）
②地区（広島）
③地区（長岸）
④地区（東馬詰）
⑤地区（新喜来）
⑥地区（勝瑞）
⑦地区（川崎）
⑧地区（加賀須野）
⑨地区（中島）
⑩地区（応神）
⑪地区（百石須）
①地区（鍋川）
②地区（宮島江湖川）
③地区（榎瀬江湖川）

地震津波対策 旧吉野川、今切川

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための対策
（旧吉野川・今切川）

水門新設

中期（R8∼R12）
1/3

（旧吉野川・今切川）
関連事業

河道掘削
３％
→100%

堤防整備
50.7％
→67.9%

区間

工程
【５カ年加速化対策】
短期（R3∼R7）
1/3（旧吉川・今切川）

中長期（R13∼R20）
1/3

（旧吉野川・今切川）

区分 対策内容

100%

100%
100%

100%
100%
100%

100%

100%
100%
100%
100%
100%

100%

100%
100%

100%
100%

60%
70%

0%
0%

50%

100%

100%

100%

50%

40%

吉野川水系流域治水プロジェクト【事業効果（国直轄区間）の見える化】
～日本一の暴れ川から命と資産を守る流域治水対策～

R3

○吉野川においては、戦後最大の平成16年10月洪水等と同規模の洪水を流下させるための河川整備を実施。
○吉野川の勝命地区・沼田地区、旧吉野川の新喜来・勝瑞地区の堤防整備事業がR7までの完了に伴い、同地区の浸水被害を軽減することが可能。

現在 短期 現在 短期

新喜来・勝瑞地区 沼田地区

注意①：スケジュールは現在実施している「５か年加速化対策」の
予算が今後も同様に継続された場合を想定している。

注意②：今後の予算・事業進捗状況によって当表の内容は変更と
なる場合がある。

注意③：気候変動を踏まえた更なる対策を推進していくことも検討
中である。

注意①：本リスクマップは、吉野川の国管理区間および旧吉野川・今切川を対象として、各降雨規模で浸水深0㎝以上となる範囲を示したものである。
注意②：リスクマップの着色部分は外水氾濫（洪水位の上昇に伴う破堤氾濫（HWL破堤）、無堤部の溢水氾濫、越水による氾濫（最大浸水想定）、侵食破堤、浸透破堤）

を想定したものであり、内水氾濫、津波浸水被害を考慮した場合には浸水範囲の拡大や浸水深の増大が生じる場合がある。
注意③：短期のリスクマップは、「氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策」の内、国の河川事業の効果を示したものである。
注意④：工作物の影響による越水・溢水・破堤氾濫、侵食破堤、浸透破堤、については既往の実績水位等から総合的に判断し、本リスクマップの作成にあたっては中低頻

度（1/100）以上の外力に対して発生を想定している。
注意⑤：早期の効果発現を期待して整備した施設については、暫定的な整備状況（工事中を含む）であったとしてもその時点の機能を評価している。

高～中頻度（１／１０～５０）の
浸水が解消

中高頻度（１／３０）の
浸水被害が軽減

中頻度（１／１０）、
中高頻度（１／３０）の浸水が解消

【短期整備完了時の進捗】
（河道掘削・樹木伐採）
①中喜来地区 河道掘削 100%
⑦脇町第一地区 河道掘削 70%
⑨沼田・半田地区 河道掘削 70%
⑩芝生・太刀野地区 河道掘削 10%

（堤防整備）
①中喜来地区 堤防整備 60%
②広島地区 堤防整備 70%
⑤新喜来地区 堤防整備 100% 
⑥勝瑞地区 堤防整備 100%

（堤防整備）
⑮半田地区 堤防整備 50% 
⑯毛田地区 堤防整備 40% 
⑰宮岡地区 堤防整備 40% 
⑱加茂第二地区 堤防整備 90%

（水門新設）
①鍋川 水門新設 40% 
③榎瀬江湖川 水門新設 50%

（堤防整備）
⑧加賀須野地区 堤防整備 50%
⑫勝命地区 堤防整備 100%
⑬脇町第三地区 堤防整備 20% 
⑭沼田地区 堤防整備 100%

短期整備（５か年加速化対策）効果：河川整備率※１ 約75％→約79％（吉野川下流：約98%→約100%、吉野川上流：約72%→約78%、旧吉野川・今切川：約55%→約60% ）
地震津波対策整備率※２ 約28％→約38％
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吉野川水系流域治水プロジェクト【流域治水の具体的な取組】
～日本一の暴れ川から命と資産を守る流域治水対策～

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

・農業用ため池において事前放流及び直
前放流を実施し、雨水貯留施設として洪
水調節を図る。

・令和３年には、ため池を管理する土地
改良区と協定を締結し、運用を開始。

農業用ため池の活用（吉野川市）

堤体

▽F.W.L

▽洪水吐水位

降雨前に水位を低下

洪水吐

底樋

水位を低下

被害の軽減、早期の復旧・復興のための対策

指定緊急避難場所の認知率

令和３年度

32％

令和７年度

80％

目
標

指定緊急避難場所の認知度向上

現
状

・アンケートの結果、災害時に適切な指
定緊急避難場所を目指すことが出来る人
は、流域全体で3割程度と判明。

・命を守るためには、それぞれの災害に
応じて指定緊急避難場所を適切に把握
することが必要不可欠。

・令和７年度までに指定緊急避難場所の
認知度８割を目標として設定し、実際に
足を運んでもらうためのイベントを上板町
で実施。

・災害危険区域を指定し、被害対象を増加さ
せない取組を実施。（阿波市、つるぎ町等）

被害対象を減少させるための対策

市街化調整区域内の浸水ハザードエリア等
における開発許可の厳格化（徳島県）

阿波市の事例
災害危険区域

（概ね５か年後）

戦後最大洪水等に対応した
河川の整備（見込）

整備率：７９％

山地の保水機能向上および
土砂・流木災害対策

（令和６年度実施分）

４２箇所

（令和６年度完成分）
※施行中 ６６施設

３施設

治山対策等の
実施箇所

砂防関連施設の
整備数

農地・農業用施設の活用

（令和６年度末時点）

１４市町村

指定緊急避難場所の
認知度向上

指定避難場所の認知率

３２％
（令和3年11月時点）

流出抑制対策の実施

（令和５年度実施分）

０施設

立地適正化計画における
防災指針の作成

（令和６年７月末時点）

４市町村

避難のための
ハザード情報の整備

（令和６年９月末時点）

６４河川

（令和６年９月末時点）

３団体

洪水浸水想定区域

内水浸水想定区域

高齢者等避難の
実効性の確保

個別避難計画

（令和６年９月末時点）

２５２施設

（令和５年1月1日時点）

２１市町村

避難確保
計画

１４８３施設
土砂

洪水
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雨水貯留施設の整備等（氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策）

吉野川水系流域治水プロジェクト
～日本一の暴れ川から命と資産を守る治水対策～

令和６年度の取組
徳島市

徳島市では、市内各地区において雨水貯留施設、都市下水路施設、排水路・排水機場を整備し、浸水
区域の解消や浸水被害の軽減を図っています。
過去に浸水被害が発生した勝占地区の方ノ上町付近において、実証実験としてワンコイン浸水センサ
を設置しました。
関係機関合同で重要水防箇所の巡視を行い、異常の確認や危険な箇所の早期把握に努めました。

雨水貯留施設

➍
➎

➊

➋
➌

➊雨水貯留施設の整備（沖洲地区）

➍排水機場の整備（上八万地区）

➎ワンコイン浸水センサの設置（勝占地区、方ノ上町付近）

➋排水路の整備（川内地区） ➌都市下水路の整備（国府地区）

センサ設置例

❻重要水防箇所合同巡視(第十堰下流)

❻

7



河川の浚渫等（氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策）

吉野川水系流域治水プロジェクト
～日本一の暴れ川から命と資産を守る治水対策～

令和６年度の取組
鳴門市

排水機場長寿命化に沿って、長寿命化工事を実施し施設の適切な機能を維持した。
適切な河川断面を確保するため、河川の浚渫を実施した。
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吉野川水系流域治水プロジェクト
～日本一の暴れ川から命と資産を守る治水対策～

森林整備・保全（氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策）

令和６年度の取組
神山町

私有林整備に対して補助を実施。
緊急間伐事業の実施。
令和７年３月完了。

神山町内の里山地域における快適な居住環境や良好な景観を確
保するため、各集落が行う森林整備及び同時に行う作業路の開設
及び補修に対して補助。補助対象は、里山地域のスギ・ヒノキ人工
林や天然林の広葉樹林、面積は１００平方メートル以上、上限は間
伐１ヘクタール、皆伐０．３ヘクタール。

＜補助対象経費＞
伐採及び搬出・トラック運搬・作業路の開設・補修の経費。この事

業で伐採した区域の植栽及び鳥獣被害対策の経費、下刈又は刈払
いの経費。補助率は、標準事業費の３分の２以内。トラック運搬と作
業路は定額。

神山町森林整備計画の「間伐及び保育に関する基本的事項」に
揚げられた間伐時期等から遅れている森林で、隣接所有者との境
界が明確で、森林経営管理制度に基づいた「森林の意向調査」にお
いて、所有森林の管理を「信用のおける者に任せたい」と回答され
たもののなかから、所有者の承諾を得て調査を行い、現況が未整
備等により荒廃しており、生育状況及び間伐等の施業履歴、緊急性
などを総合的に判断し、実施個所選定委員会により選定された森
林で間伐（切捨て）を実施する。

＜里山環境整備保全事業＞ 令和６年度予算額 ５，０００千円 実施面積 ３．３ｈａ(１２ヶ所) 

＜緊急間伐実施事業＞ 令和６年度予算額 ３，０３０千円 実施面積 １３ｈａ(１ヶ所)

実施前 実施後

実施前 実施後
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吉野川水系流域治水プロジェクト
～日本一の暴れ川から命と資産を守る治水対策～

脇町第三箇所堤防整備：徳島河川国道事務所
（氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策）

令和6年度の取組
徳島河川国道事務所・美馬市

平成16年10月台風23号による洪水では2戸の家屋を含む15.4haの
浸水被害が発生。今後、堤防整備を推進予定。

堤防整備完了後の内水氾濫被害拡大を防止するため、美馬市に
よる災害危険区域指定等の減災対策を検討中。

災害危険区域の検討：美馬市
（被害対象を減少させるための対策）

吉野川

美馬市

県道12号

築堤計画(実施または予定)
H16T23浸水範囲

A-A断面

脇町第三箇所
（堤防整備・国土交通省）

災害危険区域検討中
（美馬市）
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吉野川水系流域治水プロジェクト
～日本一の暴れ川から命と資産を守る治水対策～

堤防整備等、河道掘削・樹木伐採、砂防施設の整備
（氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策）

令和６年度の取組
徳島県 県土整備部

激甚化する豪雨等に対応するため、「流域治水」の考え方のもと、河川区域での堤防整備等をはじめ、
集水域での土砂・流木の流出抑制対策など、氾濫防止に向けた取組を推進。

樹木伐採

河道掘削

ほたる川（吉野川市）

適切な維持管理の実施

嵩上げ

堤防の嵩上げ

地震・津波対策による避難時間の確保

撫養川(鳴門市)

堤防強化

堤防整備

築堤工事による無堤地区の解消

西光寺橋

園瀬川(徳島市)

その他吉野川水系の８河川で
堤防整備や河道拡幅等を実施

河川区域での対策

河川区域での対策

河川区域での対策

集水域での対策

旧吉野川における
地震・津波対策との事業間連携

その他吉野川水系の
県管理河川においても適宜実施

砂防堰堤

その他６箇所で
砂防堰堤を整備

北久保谷(阿波市)

土砂・流木等の
流出を抑制する
砂防堰堤を建設
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低水位管理・事前放流の推進

低水位管理

吉野川水系流域治水プロジェクト
～日本一の暴れ川から命と資産を守る流域治水対策～

令和６年度の取組
徳島県

ほ場整備事業の実施地区での「田んぼダム」の取組

地域排水改善に向けたほ場整備の実施と
「田んぼダム」導入の促進のため学識経験者・
徳島大学等との連携による効果検証等に着手

農業用ため池の活用の検討を実施

田んぼダムの取組、農業用ため池の活用 (氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策)

田んぼダム取組エリア

農業競争力強化農地整備事業
沼田地区（美馬市美馬町）Ａ＝１７.５ha

うち田んぼダム取組面積 約１４ｈa

学識経験者による
現地調査・ワークショップ

徳島大学との連携により田んぼダムの
効果検証を行うため水位計を設置

・ 「徳島ため池管理支援センター」の活動により吉野川流域の市町及び，
ため池管理者等へ，農業用ため池の事前放流等の取組を推進

・ 「農業用ため池しゅんせつ事業」を活用し，農業用水及び洪水調節容量
の確保に向けた取組を推進

・ 補助事業を活用した，監視カメラや水位計等の遠隔監視システムの導入
による，監視体制強化に向けた取組の推進

堆積土砂

浚渫前

容量UP

浚渫後

「農業用ため池しゅんせつ事業」の活用

しゅんせつ事業実施済ため池：桶川池（三好市）

事前放流

大正池（吉野川市）
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気候変動に伴う大雨の激化・頻発化により山地災害が激甚化する中、水源涵養機能や土砂流出防止機能等、森林が
持つ公益的機能の適切な発揮に向けて森林整備や治山対策を実施。

吉野川水系流域治水プロジェクト
～日本一の暴れ川から命と資産を守る流域治水対策～

森林の整備・保全 (氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策)

森林整備治山対策

➢「治山ダムの設置」による渓流や山腹斜面の安定化、
土砂や流木の流出抑制

➢「山腹工の実施」による森林再生や土砂流出抑制
➢「本数調整伐の実施」による、森林土壌の保全強化

○ 雨水の流出抑制

○ 土砂・流木の流出抑制

下流域への

（間伐により整備された森林：三好市） （確実な更新を図る再造林：三好市）

➢「間伐の実施」により、下層植生が繁茂することで、
森林の水源涵養機能や土壌保全機能を発揮

➢「再造林の実施」により、森林の多面的機能を持続的に発揮

令和６年度の取組
徳島県

令和６年度 令和５年度

治山ダム工 27基 30基 

山腹工 4.81ha 3.29ha 

本数調整伐 48ha 66ha 

治山対策

（本数調整伐：阿波市僧都地区）（山腹工：つるぎ町桑平地区）

（山腹工：吉野川市倉羅地区）（治山ダム工：神山町西分地区）

令和６年度 令和５年度

間伐 420ha 470ha 

造林 100ha 100ha 
森林整備
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吉野川水系流域治水プロジェクト
～日本一の暴れ川から命と資産を守る治水対策～

早明浦ダム再生事業（氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策）

令和６年度の取組
水資源機構池田総合管理所

ダム治水機能向上を目的とした早明浦ダム再生事業は、令和５年度より本体工事に着手。
令和10年度に事業完了予定。【事業期間：令和元年から令和10年まで】

完成イメージ

施工状況（R7.1） 施工状況（R7.1）

工 程 表
年 度

Ｒ６（２０２４） Ｒ７（２０２５） Ｒ８（２０２６） Ｒ９（２０２７） Ｒ１０（２０２８）

仮設工（仮締切・仮桟橋・仮設構台等）

堤体工（堤体削孔）

減勢工（増設）

機械設備工（放流管・ゲート等）

電気・通信設備工

上流仮締切・仮桟橋・仮設構台等設置～維持管理～撤去

基礎掘削・コンクリート打設

放流管・ゲート製作・据付

制御設備制作据付

堤体削孔
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削孔坑口部 削孔鏡面

削孔側面 削孔鏡面（近影）

現在の状況（ダム下流側）

自由断面掘削機により下流側から掘削（ 6×6m , 削孔延長約42m ）

令和６年１１月～ 削孔本格化
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現在の状況（ダム上流側）

早明浦ダムでは、通年水道用水や工業用水等の利水を補給しており、ダムに水を貯めた状態で工事を
行う必要があるため、上流仮締切設備を設置しています。

令和６年１１月～ 据付開始

約13m

53m

高さ５３ｍ
（上流仮締切として国内最高：R7.1月時点）

2.1～3.4m

設置状況（R7.1）

締切内の抜水状況（R7.1）
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吉野川水系流域治水プロジェクト
～日本一の暴れ川から命と資産を守る治水対策～

治山事業による森林の整備・保全（氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策）

令和６年度の取組
林野庁 徳島森林管理署

森林の有する水源涵養機能や山地災害防止機能の適切な発揮に向けた治山事業の実施。
治山施設：６箇所（渓間工３基・山腹工0.1ha・地すべり防止工１箇所）

〇治山ダム工（渓間工）

治山ダム工等の施設の設置により、渓岸・渓床の侵食防止や山脚
の固定等を図り、森林の生育基盤を確保します。また、流木を捕捉
する治山ダム工の設置も推進しています。

〇山腹工

山腹斜面の安定を目的とする土留工等の施設と植生を回復するた
めの植栽工等を崩壊等の特性に応じて配置し、森林を再生します。

〇地すべり防止工

地すべりの発生地及びその恐れの高い箇所において、対策工を実
施し、地すべりによる被害の防止や軽減を図ります。

地下水の排除などにより地すべりが発生する要因を除去する抑制工
と、直接的に地すべり土塊の動きを止める抑止工を組み合わせ、地
すべりの安定を図ります。
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水源林造成事業による森林の整備・保全（氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策）

吉野川水系流域治水プロジェクト
～日本一の暴れ川から命と資産を守る治水対策～

◯ 水源林造成事業地において除間伐等の森林整備を計画的に実施することで、樹木の生長や下層植生の繁茂を

促し、森林土壌等の保水力の強化や土砂流出量の抑制を図り、流域治水を強化促進します。

◯水源林造成事業は、水源の涵養上重要な奥地水源地域の民有保安林のうち、土地所有者の自助努力等によって適正な森林整備が見込めない箇所
において、針広混交林等の森林を整備することにより、森林の有する公益的機能の高度発揮を図る事業です。

水源林造成事業の流れ

対象地 植栽 間伐除伐 成林

◯吉野川（中・下流）流域における水源林造成事業地は、約２８０箇所（森林面積 約５.３千ha)であり、流域治水に資する除間伐等の森林整備を計画的に
実施していきます。令和 6 年度は４０箇所で約２７０ haの森林整備を実施する予定です。

Ⅱ 徳島水源林整備事務所管内の水源林整備状況

複層林（更新伐）（名西郡神山町） 植栽（三好市山城地区）

保育間伐：列状（三好市東祖谷） 除伐裾枝払（板野郡上板町）

令和６年度の取組
森林整備センター

徳島水源林整備事務所

Ⅰ 吉野川流域の水源林造成事業地

令和6年度事業（見込）

植栽事業 20ha
保育事業 250ha 18



吉野川水系流域治水プロジェクト
～日本一の暴れ川から命と資産を守る治水対策～

加茂第二箇所 加茂第一箇所

脇町第一箇所

太刀野箇所 芝生箇所

堤防の整備

河道掘削等

河道掘削等河道掘削等

箸蔵箇所

井川箇所

昼間箇所

半田箇所

沼田箇所

堤防の整備

池田箇所

堤防の整備

脇町第三箇所

堤防の整備
宮岡箇所

輪中堤・宅地
嵩上げ等

河道掘削等

舞中島箇所

河道掘削等

河道掘削等

加茂第一箇所
毛田地先

堤防の整備

井川箇所

堤防の整備

堤防の整備

吉野川上流（岩津～池田） 河川防災ステーション
R3.2完了

勝命箇所

堤防の整備
R3.7完了浸透対策

R4.2完了

西林箇所

善入寺地区

浸透対策

侵食対策

藍住箇所

侵食対策

川島箇所

西原箇所

河道掘削等(樹木伐採)
R3.3完了

侵食対策

侵食対策

応神箇所
侵食対策

上板箇所

侵食対策

徳島第二箇所

石井箇所

川島箇所

吉野川下流（河口～岩津）

水門

榎瀬川

中鳥地区

輪中堤・宅地
嵩上げ等

輪中堤・宅地
嵩上げ等

輪中堤・宅地
嵩上げ等

輪中堤・宅地
嵩上げ等

輪中堤・宅地嵩上げ等

堤防整備等（氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策）

令和6年度の取組
徳島河川国道事務所

吉野川は戦後最大洪水を記録した平成16年10月台風23号による浸水被害を踏まえ堤防整備・河道掘削
等を実施中。

【凡例・事業の進捗状況】

事業完了 事業中 未着手

：堤防整備済区間

：堤防の整備

：輪中堤・宅地嵩上げ等

：水門・樋門

：河川防災ステーション

【凡例】

：浸透対策

：侵食対策

：河道の掘削等

事業実施箇所の位置図

※令和7年2月時点の河川整備状況を記載 19



200831時点吉野川水系流域治水プロジェクト
～日本一の暴れ川から命と資産を守る治水対策～

砂防関係施設の整備 （氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策）

直轄砂防事業として砂防堰堤等を整備し、土砂及び流木の流下を抑制する。

直轄地すべり対策事業として抑制工等を実施し、地すべりによる被害の防止・軽減を図る。

その他、治山部局と連携した流木対策の実施を見据え、流域の荒廃状況の調査結果を共有するとともに、双方
の技術力向上を目的として事業箇所への合同現地視察を実施するなど、連携を深めていっている。

アカラギ谷堰堤

漉長谷堰堤

①直轄砂防事業（例；砂防堰堤の新設・改良）

•既設の不透過型堰堤を切削して鋼製スリットを設置し、透過型堰
堤への改良を実施している。

•透過型堰堤に改良することにより、改良前よりも多くの土砂や流
木を貯めるポケットを増やすことができる。

•透過型の砂防堰堤は、平常時は堰堤
がない状態と同じように、細粒の砂
が砂防堰堤を通過する。

•洪水時は、大きな岩や流木を含む土
砂が堰堤に設置されたスリットで捕
捉されることで、堰堤下流の土砂災
害を防ぐ。

②直轄地すべり対策事業（例；地下水排除工）

＜地下水排除工＞
地すべり土塊内の
地下水を地域外へ
効率的に排水する
ために、集水井、
横ボーリング、排
水トンネル等を設
置する。

令和６年度の取組
四国山地砂防事務所

③治山部局との連携

＜荒廃状況調査結果の共有＞
• H30年7月豪雨による流域の荒廃状況を
調査した結果を共有している。

＜砂防・治山連絡調整会議＞
・会議にて治山部局と事業予定箇所を
調整している。 20



吉野川水系流域治水プロジェクト
～日本一の暴れ川から命と資産を守る治水対策～

防災まちづくりの推進（立地適正化計画作成） （被害対象を減少させるための対策）

令和６年度の取組
鳴門市

鳴門市では、鳴門市立地適正化計画を作成し、その中の防災指針で地震・津波における対策だけでなく、
土砂災害や洪水・高潮等のリスクについても明記し、具体的な取組や実施時期等を記載したうえで、よ
り実行性を高めた防災まちづくり計画を進めている。

実行性を高めるために
目標及び時期を明記。

地域毎のリスクを計画に明記。
（地震だけでなく水害等も含め）

ハザード情報と合わせて
具体な対策内容を明記。

21



吉野川水系流域治水プロジェクト
～日本一の暴れ川から命と資産を守る治水対策～

「マイ・タイムライン作成講座」の開催（被害の軽減、早期復旧・復興のための対策）

令和６年度の取組
鳴門市・徳島河川国道事務所

➢ 令和７年２月７日（金）に鳴門市役所にて、鳴門市自主防災会会長・鳴門市地域防災リーダー（防災士）の方な

どを対象に「マイ・タイムライン講習会」を開催しました。講習会でははじめに徳島河川国道事務所からの趣旨説明
と流域治水の取組の紹介、鳴門市職員によるハザードマップの解説が行われた後、講師の服部由佳気象予報士
による近年の気象災害の情報についての講演が行われました。その後、参加者が「逃げキッド」を用いて一人ひと
りの防災行動計画「マイ・タイムライン」の作成を行いました。

➢ 当日は約60名の方に参加いただき、作成中は同じ地区の方々でコミュニケーションを図りながら作成することで、

顔の見える関係づくりも同時に行うことで全体の防災意識の向上に寄与しました。

服部気象予報士の講演の様子 マイ・タイムライン作成中の様子
22



吉野川水系流域治水プロジェクト
～日本一の暴れ川から命と資産を守る治水対策～

重要水防箇所合同巡視（被害の軽減、早期復旧・復興のための対策）

令和６年度の取組
石井町

水防関係団体で町内の重要水防箇所の合同巡視を実施
・徳島河川国道事務所 ・石井町 ・石井町消防団

重要水防箇所合同巡視の様子
（令和６年６月２１日）

巡視箇所の第十堰

吉野川の河口より約１４キロ
上流、石井町と上板町の間に
位置する固定堰。
もともとは江戸時代中期に農
業用水確保のために造られた
もので、昭和４０年代にコン
クリート補強がなされ、現在
に至っている。

23



吉野川水系流域治水プロジェクト
～日本一の暴れ川から命と資産を守る治水対策～

河川除草作業

令和６年度の取組
三好市

災害対策本部運営訓練（被害の軽減、早期復旧・復興のための対策）

令和6年度三好市役所新庁舎整備に伴い、新たに災害対策本部室を設置。
令和7年1月29日、新庁舎初となる「災害対策本部運営訓練」を実施。

１月１４日から業務を開始した新庁舎

吉野川の洪水を想定し、各関係機関の支援を受けて実施 新設されたの会議室における市長指示の状況 24



吉野川水系流域治水プロジェクト
～日本一の暴れ川から命と資産を守る治水対策～

河川除草作業

令和６年度の取組
三好市

三野体育館

三野中学校
芝生小学校

三野病院

河内谷川流域

活動主体：三野町消防団（69名）

活動状況の様子（令和6年8月4日）

河川除草作業（被害の軽減、早期復旧・復興のための対策）

「河内谷川水管理行動計画」の一環として、出水期には水防団として活動する三野町消防団により一
斉除草作業が行われ、河川周辺の景観改善を図った。

25



200831時点
吉野川水系吉野川流域治水プロジェクト

～日本一の暴れ川から命と資産を守る治水対策～

内水解析調査の実施（被害の軽減、早期復旧・復興のための対策）

➢ 加茂地区では、降雨量の増加による水災害リスクや既設水路の流下能力の低下、堤防建設に伴

う内水氾濫に備え、住民の人的被害をなくすため、排水路整備に向けた内水解析を検討中です。

内水解析

県道出口太刀野線

国道192号線

県道三加茂東祖谷山線

令和6年度の取組
東みよし町

ＪＲ徳島線

主要道路

東みよし町役場

阿波加茂駅

三三大橋

築堤 HWL対策実施済箇所
築堤 HWL+2m実施予定箇所
内水解析実施箇所
ﾜﾝｺｲﾝｾﾝｻ実証実験予定箇所

加茂第二箇所

金川排水路A=0.48㎞2

26



吉野川水系流域治水プロジェクト
～日本一の暴れ川から命と資産を守る治水対策～

防災教育の推進（被害の軽減、早期復旧・復興のための対策）

令和６年度の取組
東みよし町

町立中学校（２校）においてハザードマップを活用した水害リスク等の確認や徳島県・東みよし町消
防団と連携したロープワーク体験、マイタイムラインの作成案内や指定避難所及び指定緊急避難場所
の周知を実施。
若年世代への防災教育や防災関係団体との連携などにより流域等での被害軽減の取組を推進。

〇三加茂中学校 〇三好中学校

・ハザードマップ学習による ・ロープワーク体験による ・マイタイムライン等の
水害リスク等の確認 消防団（水防団）の認知 各種防災情報の周知

防災教育の推進

27



吉野川水系流域治水プロジェクト
～日本一の暴れ川から命と資産を守る治水対策～

防災教育の実施、水害リスク空白域の解消等
（被害の軽減、早期復旧・復興のための対策）

令和６年度の取組
徳島県 県土整備部

「逃げ遅れゼロ」を目指し、避難の実行性向上に繋げる「防災情報の充実化」や
「災害の自分事化に向けた取組」など、流域・氾濫域での被害軽減に向けた取組を推進

水害リスク情報空白域の解消河川監視カメラの映像配信

Youtube

YoutubeおよびCATVによる
リアルタイム配信（県内２２河川２８箇所）

県公式LINEの活用

防災情報を
プッシュ型で配信

伝わる情報へ

（災害時） （平時）

防災情報の充実化 災害の自分事化に向けた取組

全494河川のうち
Ｒ６.4 １５８河川公表
R7.５ ２８０河川公表予定

吉野川水系喜来中須入江川

三島中学校 城東小学校

住民目線に立った情報発信

選択したダムごとに
放流情報等の
受信が可能に

VR動画で外水・
内水氾濫の様子を観察

水害に備えるファミリー
タイムラインを作成

R6.12.24
水災害に関する減災会議

R7.1.20
飯尾川流域治水勉強会

中小河川の洪水浸水想定区域図の作成

流域治水パンフレットの作成

流域治水に関する住民の意識醸成

国・市町村と連携した
事前の防災情報の共有

流域の自治体や利水関係者が
一堂に会した勉強会の開催

徳島県公式LINE

28



吉野川水系流域治水プロジェクト
～日本一の暴れ川から命と資産を守る治水対策～

令和６年度の取組
高知県

吉野川（早明浦ダム）から上流の県管理区間）及び県が管理する支川について想定最大規模降雨におけ
る浸水想定区域図を作成。（令和6年12月公表）

浸水想定区域図作成（被害の軽減、早期復旧・復興のための対策）

29



吉野川水系流域治水プロジェクト
～日本一の暴れ川から命と資産を守る治水対策～

防災授業・情報の改善（被害の軽減、早期復旧・復興のための対策）

令和６年度の取組
徳島地方気象台

①気象防災ワークショップの実施
気象台からの情報に基づき、防災対応を疑似体験するワークショップを行った。参加者は、災害の状況を想定し、グループで情報を参照し

ながら対応を検討した。
このワークショップを通じて、防災情報の理解と活用、避難情報の発令タイミング等を学び、防災対応力を向上させることを目指す。
②常時接続を用いた市町村への解説

気象台が県内で広く防災対応が必要な気象状況を予測し、自治体の支援が必要と判断した場合、常時接続で気象解説を行い、リアルタイム
の防災気象情報を提供する。

③アンケートフォームによる振り返り等の実施
アンケートを用いて災害の振り返りを実施し、災害発生時の対応を自治体と共同で振り返る。この振り返りを通じて、防災気象情報や自治

体支援の改善を図る。また、防災対応において双方の理解を深め、地域の気象防災力を強化することを目的とする。
④各種防災訓練やイベント等への参加

情報の改善のため観測や予測の強化の成果を順次反映し、
令和４年６月には、線状降水帯による大雨の可能性の半日程
度前からの呼びかけを
令和５年５月には、「顕著な大雨に関する気象情報」（線状降
水帯の発生をお知らせする情報）をこれまでより最大30分程度前
倒しして発表する運用を開始。

令和６年出水期には、令和４年度から開始した線状降水帯によ
る大雨の可能性の半日程度前からの呼びかけを、府県単位で実施。
（令和６年５月27日11時より運用開始）

防災気象情報の伝え方の改善
（線状降水帯による大雨について）

30



吉野川水系流域治水プロジェクト
～日本一の暴れ川から命と資産を守る治水対策～

ハザードマップの改良（被害の軽減、早期復旧・復興のための対策）

「重ねるハザードマップ」のデータ更新。

令和６年度の取組
国土地理院四国地方測量部

指定緊急避難場所データを更新

サイトの新機能として、地点の災害リスク情報
がわかりやすく表示できるようになりました。

市町 公開日 最終更新日 市町 公開日 最終更新日

徳島市 2017/2/22 2025/1/23 松茂町 2017/2/22 2025/1/23
鳴門市 2017/2/22 2025/1/23 北島町 2017/2/22 2025/1/23
吉野川市 2017/2/22 2025/1/23 藍住町 2017/2/22 2025/1/23
阿波市 2017/2/22 2025/1/23 板野町 2017/2/22 2025/1/23
美馬市 2017/2/22 2025/1/23 上板町 2017/2/22 2025/1/23
三好市 2017/2/22 2025/1/23 つるぎ町 2017/3/14 2025/1/23
石井町 2017/2/22 2025/1/23 東みよし町 2017/12/25 2025/1/23

https://disaportal.gsi.go.jp/ 31



吉野川水系流域治水プロジェクト
～日本一の暴れ川から命と資産を守る治水対策～

小中学校における防災教育（被害の軽減、早期復旧・復興のための対策）

令和６年１１月に美馬市立美馬小学校で出前授業。

令和６年度の取組
国土地理院四国地方測量部

美馬小学校における「測量と地図の学習会」の中で、地域の災害リスクや防災に役立つ地図について講義し、
ハザードマップで調べることができる地域の災害リスクや避難場所についての説明、学校の近くで見ること
ができる自然災害伝承碑（過去に起きた津波や洪水などの自然災害の情報を伝える石碑やモニュメント）の
紹介などを行った。
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200831時点吉野川水系流域治水プロジェクト
～日本一の暴れ川から命と資産を守る治水対策～

大規模土砂災害（河道閉塞等）の対応を関係機関等と連携して実施
（被害の軽減、早期復旧・復興のための対策）

令和６年度の取組
四国山地砂防事務所

吉野川流域で発生する大規模土砂災害（河道閉塞等）は、四国地方整備局（四国山地砂防事務所等）、徳島県・高知県及び吉野川流域の
関係市町村等の関係機関が連携して、災害対応（警戒避難、緊急調査、緊急対策等）を実施する。

特に河道閉塞による湛水（天然ダム）が発生した場合、四国地方整備局（四国山地砂防事務所等）が主体となって「緊急調査」を実施す
るとともに、徳島県・高知県及び関係市町村に｢土砂災害緊急情報｣を提供する。

河道閉塞の発生 土砂災害緊急情報の通知

｢土砂災害（河道閉塞）緊急情報｣の発令イメージ
※『土砂災害防止法の一部改正について（平成23年5月1日施行）』パンフレットより抜粋

ヘリ調査

大規模土砂災害対応訓練を関係機関と連携して実施

投下型水位計・計測機器等の操作訓練を実施

様々な土砂災害に対して、関係機関がとるべき対応及び連絡内容
の確認等を主目的として、訓練を通じて、警戒・避難等の対応、土
砂災害警戒情報の発令や被害情報の収集・共有、土砂災害防止
法に基づく緊急調査や緊急対応等について、各機関の実施内容
や連携・調整する内容等を確認・共有する。

投下型水位計の吊込み状況

訓練実施履歴

開催年度 開催地

H22 高知県いの町

H23 徳島県阿南市

H24 愛媛県久万高原町

H25 徳島県三好市

H26 高知県梼原町

H27 愛媛県西条市

H28 徳島県美馬市

H29 高知県安田町・馬路村

R1 徳島県東みよし町

R2 徳島県三好市・高知県梼原町

R3 徳島県三好市

R4 高知県越知町

R5 愛媛県東温市

R6 香川県さぬき市
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吉野川水系流域治水プロジェクト
～日本一の暴れ川から命と資産を守る治水対策～

防災教育（被害の軽減、早期復旧・復興のための対策）

地元中学生を対象に、ダムへの理解や防災意識の向上につながるよう、防災教育を実施。

令和６年度の取組
吉野川ダム統合管理事務所

池田ダムのゲート管理橋見学状況（ドローン撮影）

座学にてダムの役割と重要性を説明

池田ダムの管理橋にてゲート設備の見学

池田発電所にて発電施設を見学生徒と一緒に高井市長も見学

・地元中学生を対象に「三好ジオパーク」防災教育の一環として、ダムの役割と重要性を知ってもらうダム見学会を実施。
・地元の中学校（井川中学校・池田中学校）が参加。池田ダムの重要性を学ぶとともに、通常は一般公開していない
池田ダムの発電所やゲート管理橋などの施設を見学。

・実施日： 令和6年10月16日（水）、18日（金）
・参加者： 三好市立 井川中学校（10名） 池田中学校（78名） 18日は三好市の高井美穂市長が参加

34



吉野川水系流域治水プロジェクト
～日本一の暴れ川から命と資産を守る治水対策～

市町村との情報共有（被害の軽減、早期復旧・復興のための対策）

出水前にダム流域の自治体と「防災情報に関する意見交換会」を開催。

令和６年度の取組
吉野川ダム統合管理事務所

開催状況（中流域）

・洪水及び地震災害時における連携強化、被害の防止、軽減を図るため、吉野川中・上流域の防災担当者による意見
交換会を実施。

・令和７年度からは、出水期前の意見交換と台風接近時前の情報交換を行い、連携を図る。

・実施日：令和６年９月１２日、１９日、２５日
・参加者：【吉野川中流域】美馬市、三好市、東みよし町、つるぎ町、

【吉野川上流域】本山町、大豊町、土佐町、大川村
【銅山川流域】 四国中央市
【事務局】 国土交通省 吉野川ダム統合管理事務所、水資源機構 池田総合管理所

・「防災情報に関する意見交換会 規約」を策定（令和6年12月12日）

開催時期 開催形式 議題

【出水期前】
４月中旬～５月中旬

対面 or Web会議（Teams）
※マスコミ公開可（頭撮り）

ダムの予測手法とダム管理及びダムからの情報提供についての勉
強会

【出水・台風接近時】
以下のダム流出予測により、洪水が予測される場合

（目安） 早明浦ダム放流量 2,000㎥/s
新 宮ダム放流量 1,200㎥/s
池 田ダム放流量 5,000㎥/s

Web会議（Teams）
※マスコミ公開可（頭撮り）

ダム流出予測データ等からの情報提供、自治体の対応状況等につ
いて
（情報提供範囲）
・吉野川上流域 ：本山町・大豊町・土佐町・大川村
・銅山川流域 ：三好市・四国中央市
・吉野川中流域 ：美馬市・三好市・東みよし町・つるぎ町

【地震発生時】
管内で震度５強以上を観測し、被害が予測される場合

メール

各機関の被災状況、支援に関する情報交換

【南海トラフ地震臨時情報（巨大地震警戒）発表時】 各機関の対応状況について

令和7年度の開催時期と議題
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